
今
号
の
法
語

皆
様
、
大
変
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
ま
た
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

関
連
行
事
に
は

バ
ザ
ー
収
益
金
は
十
五
万
四
三
円
で
し
た
。
こ
の
中
か
ら
本
堂
に
設
置
し

カ
レ
ン
ダ
ー
に
◎
印
を
！

て
あ
り
ま
す
募
金
箱
と
あ
わ
せ
て
三
万
円
を
東
日
本
大
震
災
支
援
金
と
し

平
成
二
十
五
年
度
九
月
～
十
二
月
ま
で
の
光
山
寺
行
事
予
定

て
、
萩
市
豪
雨
集
中
災
害
救
援
義
援
金
と
し
て
十
万
円
を
寄
付
さ
せ
て
い

一
覧
で
す
。
万
障
繰
り
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

★
光
山
寺
法
要
関
連

さ
る
四
月
十
五
日
、
立
教
開
宗
法
要

■
夏
休
み
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
で
今
年
も
素
麺
流
し
■

九
月
二
六
・
二
七
日
（
木
・
金
曜
）

（
春
の
法
要
）
後
、
浄
土
真
宗
本
願
寺

毎
月
第
三
土
曜
日
午
前
九
時
よ
り
開

秋
季
永
代
経
法
要
（
講
師
、
上
原
泰
教
師
）

派
大
谷
光
真
ご
門
主
様
が
、
来
年
六
月

催
し
て
い
ま
す
土
曜
学
校
。
夏
休
み
は
、

十
一
月
二
八
・
二
九
・
三
〇
日
（
木
・
金
・
土
曜
）

五
日
を
も
っ
て
ご
退
任
さ
れ
る
こ
と
を

子
供
を
中
心
と
し
、
保
護
者
や
仏
教
壮

報
恩
講
法
要

（
講
師
、
岡
智
徳
師
）

表
明
さ
れ
た
。
こ
れ
を
承
け
て
、
本
願

年
会
・
仏
教
婦
人
会
な
ど
世
代
を
超
え

★
山
口
教
区
・
萩
組
関
連

寺
嗣
法
の
新
門
さ
ま
が
、
ご
門
主
か
ら

た
行
事
「
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
」
と
し
て
開

十
月

四
日
（
金
曜
）
山
口
教
区
仏
教
婦
人
会
大
会
（
ス
タ
ー
ピ
ア
下
松
）

法
統
を
継
承
さ
れ
る
「
法
統
継
承
式
」

催
し
、
お
寺
に
足
が
向
く
よ
う
に
と
気

十
一
月
十
五
日
（
金
曜
）

連
研
（
西
生
寺
）

が
来
年
六
月
六
日
、
本
山
で
執
り
行
わ

運
を
高
め
て
い
ま
す
。
今
年
は
八
月
三

十
一
月
二
五
日
（
火
曜
）

山
口
別
院
に
て
帰
敬
式
執
行

れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
本
年
七
月
二

日
（
土
曜
）
に
開
催
さ
れ
、
約
五
十
名

十
一
月
二
六
～
二
八
日
（
火
～
木
曜
）
山
口
別
院
報
恩
講
法
要
（
山
口
別
院
）

日
に
は
、
宗
示
及
び
本
山
告
示
が
発
布

と
い
う
多
く
の
子
供
や
父
兄
の
方
々
に

※
二
六
日
の
萩
組
参
拝
者
募
集
中

さ
れ
た
。

参
加
し
て
い
た
だ
く
事
が
で
き
た
。
平

十
二
月
二
六
日
（
木
曜
）
午
後
五
時

萩
組
教
化
組
織
懇
談
会
（
萩
本
陣
）

こ
れ
に
よ
り
宗
派
総
局
は
、
本
願
寺

成
二
十
一
年
よ
り
夏
休
み
子
供
早
起
き

★
子
供
会
（
土
曜
学
校
）
関
連

午
前
九
時
（
本
堂
）

の
内
局
と
法
統
継
承
に
か
か
る
協
議
を

朝
食
会
を
拡
大
し
、
ラ
ジ
オ
体
操
・
境
内
清
掃
・
勤
行
の
後
、
素
麺
流
し
を

十
月
十
九
日
（
土
曜
）

十
一
月
十
七
日
（
土
曜
）

重
ね
て
お
り
、
本
年
六
月
二
十
日
開
催
の
第
六
回
通
常
委
員
会
で

企
画
。
企
画
に
際
し
て
は
、
総
代
会
・
仏
教
壮
年
会
・
仏
教
婦
人
会
な
ど
の

十
二
月
二
一
日
（
土
曜
）

子
供
報
恩
講
一
月
■
日
（
■

曜
）

は
、
宗
派
と
本
山
本
願
寺
合
同
の
推
進
体
制
や
特
別
会
計
の
設
定

各
役
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
特
に
、
竹
の
切
り
出
し
な
ど
、

★
仏
教
青
年
会
関
連

午
後
三
時
（
庫
裏
）

な
ど
を
定
め
る
法
規
議
案
を
議
決
し
た
。

猛
暑
の
中
を
仏
教
壮
年
会
有
志
の
皆
様
に
は
誠
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
ま

十
二
月
三
十
一
日
（
火
曜
）

除
夜
会

ま
た
、
七
月
一
日
、
二
日
に
開
催
さ
れ
た
第
三
〇
五
回
臨
時
宗
会

た
、
婦
人
会
の
皆
様
に
は
素
麺
を
は
じ
め
、
食
事
の
準
備
な
ど
ご
協
力
い
た

★
仏
教
壮
年
会
関
連

で
は
、
法
統
継
承
に
か
か
る
収
支
計
画
な
ど
を
定
め
る
財
務
議
決

だ
き
、
大
変
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
尚
、
萩
組
で
は
夏
休
み
子
供
一

九
月
二
九
日
（
日
曜
）
午
後
二
時

光
山
寺
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
白
水
小
）

議
案
が
議
決
さ
れ
た
。
今
後
は
法
規
に
基
づ
い
て
実
動
体
制
が
整

泊
合
宿
が
七
月
二
六
・
二
七
日
に
萩
幼
稚
園
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
光
山
寺
よ

十
一
月
二
九
日
（
金
曜
）
午
後
七
時

報
恩
講
夜
座
（
本
堂
）

え
ら
れ
、
法
統
継
承
に
向
け
て
の
諸
準
備
が
進
め
ら
れ
る
。
日
程

り
十
六
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

十
二
月
二
一
日
（
土
曜
）
午
後
六
時

光
山
寺
仏
壮
研
修
会
・
忘
年
会

等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
決
ま
り
次
第
周
知
し
た
い
。

■
若
院
、
ご
本
山
で
の
安
居
の
副
講
者
を
無
事
に
終
わ
る
■

★
仏
教
婦
人
会
関
連

あ

ん

ご

毎
年
夏
に
行
わ
れ
る
、
本
願
寺
の
宗

九
月
二
四
日
（
火
曜
）
午
前
八
時
半

秋
季
永
代
経
の
清
掃
・
莊
厳

光
山
寺
仏
教
婦
人
会
会
長
、
河
村
一
江
さ
ん
よ
り
、
去
る
六
月
二

学
研
鑽
の
最
高
の
講
会
で
あ
る
安
居
（

十
一
月
二
六
日
（
火
曜
）
午
前
八
時
半

光
山
寺
報
恩
講
の
清
掃
・
莊
厳

九
日
（
土
曜
）
・
三
十
日
（
日
曜
）
に
開
催
さ
れ
た
光
山
寺
仏
教
婦
人

七
月
十
八
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
）
に

★
親
鸞
聖
人
讃
仰
会

午
後
八
時
（
本
堂
）

会
法
座
に
お
け
る
バ
ザ
ー
の
報
告
を
頂
き
ま
し
た
。
「
毎
年
の
こ
と
な

て
、
若
院
が
副
講
者
と
し
て
法
然
聖
人

十
月
二
一
日
（
月
曜
日
）
※
本
年
は
こ
れ
で
お
わ
り

が
ら
、
品
物
は
集
ま
る
だ
ろ
う
か
、
手
作
り
作
品
は
あ
る
だ
ろ
う
か
と

の
『
選
択
集
』
を
講
じ
た
。
ま
た
、
講

★
礼
讃
の
夕
べ
（
旧
、
正
信
偈
唱
和
会
）

午
後
八
時
（
本
堂
）

色
々
と
頭
を
悩
ま
せ
て
の
バ
ザ
ー
で
す
が
、
思
い
の
外
、
沢
山
の
品
物

本
は
『
選
択
本
願
念
仏
集
講
読
』
と
し

十
月
十
二
日
（
土
曜
）

※
本
年
は
こ
れ
で
お
わ
り

が
集
ま
り
ま
し
た
。
な
か
で
も
早
く
か
ら
作
り
始
め
た
マ
ー
マ
レ
ー
ド

て
、
永
田
文
昌
堂
よ
り
販
売
と
な
っ
た
。

★
雅
楽
練
習
会

午
後
七
時
半
（
庫
裡
）

橙
菓
子
な
ど
、
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
沢
山
の
製
品
も
で
き
ま
し
た
。

安
居
と
は
、
釈
尊
在
世
中
よ
り
始
め
ら
れ
た
と
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
個
々
に
活

十
月
二
十
日
（
日
曜
）

ま
た
、
今
年
は
手
作
り
パ
ン
の
販
売
も
あ
り
好
評
で
し
た
。
沢
山
の
ケ

動
し
て
い
た
僧
侶
た
ち
が
一
か
所
に
集
ま
っ
て
集
団
で
修
行
や
研
鑽
す
る
こ

★
仏
教
讃
歌
コ
ー
ラ
ス
練
習
会

毎
月
第
三
木
曜
日
（
本
堂
）

ー
キ
も
焼
い
て
下
さ
り
、
喫
茶
の
方
も
賑
わ
い
ま
し
た
。
本
当
に
多
く

と
を
い
う
。
日
本
で
も
、
古
来
よ
り
宗
派
を
問
わ
ず
様
々
な
形
で
安
居
が
現

十
月
■
日
（
木
）
午
後
八
時

の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
無
事
に
終
わ
る
事
が
で
き
ま
し
こ
と
、
感

在
に
続
い
て
お
り
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
で
は
、
夏
季
の
二
週
間
に
わ
た
っ

謝
し
か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

て
京
都
の
龍
谷
大
学
本
館
に
お
い
て
安
居
が
開
繙
さ
れ
て
い
る
。

※
雅
楽
・
コ
ー
ラ
ス
は
新
規
参
加
者
募
集
中
。
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

か
い
ば
ん

山
口
別
院
定
例
法
座
・
毎
月
五
日
午
後
一
時
半
（
一
月
は
十
時
半
）

萩
こ
こ
ろ
の
電
話
（
三
分
間
法
話
）
℡
２
５
～
７
７
１
０

西
本
願
寺
の
時
間
（
Ｋ
Ｒ
Ｙ
ラ
ジ
オ
）
毎
週
日
曜
日
午
前
六
時
か
ら
十
分
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■
除
夜
会
に
て
福
引
き
抽
選
会

表
彰

（
１
）小
・
中
学
生
の
各
部
門
入
賞
作
品
を
表
彰
い
た
し
ま
す
。

■
第
十
二
期
連
続
研
修
会
受
講
者
募
集

光
山
寺
で
は
大
晦
日
の
午
後
十
一
時
四
十
分
よ

「
特
選
」
各
部
門
各
学
年
一
名

「
入
選
」
各
学
年
三
名
以
内

萩
市
内(

大
井
、
三
見
な
ど
を
除
く)

の
浄
土
真
宗
寺
院
二
十
二
ヶ
寺
が
、
萩
組
と
い
う
組

り
毎
年
除
夜
の
鐘
を
つ
い
て
い
ま
す
。こ
の
除
夜
会
の
後

「
佳
作
」

各
学
年
若
干
名

織
の
も
と
に
、同
一
人
物
を
対
象
に
、連
続
的
に
仏
教
や
浄
土
真
宗
の
み
教
え
を
体
系
的
に
学

に
お
正
月
の
最
初
の
お
勤
め
で
あ
る
修
正
会
（
元
旦

（
２
）幼
児
の
各
部
門
入
賞
作
品
を
表
彰
い
た
し
ま
す
。

ん
で
い
た
だ
く
研
修
会(

通
称｢

連
研｣

、一
期
二
ヶ
年
・
二
ヶ
月
に
一
回
開
催
）の
受
講
者
を
新

会
）が
本
堂
に
て
勤
修
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
ご
門
徒
の
皆
様
と
新
し
い
年
の
最
初
の
ご

「
は
と
賞
」

各
部
門
若
干
名

た
に
募
集
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
連
研
は
、浄
土
真
宗
の
み
教
え
を
ひ
ろ
め
て
い
く
た
め

縁
に
あ
う
法
会
で
す
。
本
年
は
、一
人
で
も
多
く
の
方
に
こ
の
法
会
に
参
加
し
て
頂
き

（
３
）応
募
者
全
員
に
参
加
賞
を
贈
り
ま
す
。

に
、僧
侶
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、ご
門
徒
の
中
か
ら
運
動
の
推
進
者
が
育
た
な
け
れ
ば

た
い
と
の
思
い
か
ら
、修
正
会
終
了
の
午
前
一
時
よ
り
、本
堂
に
て
新
年
お
楽
し
み
福

出
品
方
法

十
月
二
五
日
ま
で
に
光
山
寺
迄
お
届
け
く
だ
さ
い
。
作
品
は
返

な
ら
な
い
と
い
う
事
か
ら
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、そ
れ
は
単
に
知
識
を
得
る
場
で
は
な

引
き
抽
選
会
を
開
催
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。た
だ
し
、こ
の
福
引
き
の
番
号
札
配

却
い
た
し
ま
せ
ん
。※
山
口
別
院
作
品
展
に
つ
い
て
は
別
紙
案
内

く
、
私
が
信
心
の
行
者
に
お
育
て
い
た
だ
く
場
で
も
あ
り
、「
法
座
の
課
題
」
を
ふ
ま
え
て
講
座
・
布
は
大
晦
日
除
夜
会
の
除
夜
の
鐘
を
つ
い
た
方
、
一
名
に
一
枚
の
み
の
お
渡
し
と
な

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

研
修
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
ま
で
萩
組
で
は
約
四
四
〇
名
の
ご
門
徒
の
方
々
が
受
講

り
ま
す
。（
無
料
）
豪
華
賞
品
を
用
意
し
て
い
ま
す
が
、抽
選
時
不
在
の
方
に
は
商
品

■
仏
教
豆
辞
典
■

（『
仏
教
用
語
豆
辞
典
一
〇
〇
』本
願
寺
出
版
部
よ
り
）

さ
れ
て
い
ま
す
。受
講
申
込
の
詳
細
は
、本
堂
焼
香
台
横
の
別
紙
緑
色
の
募
集
案
内
を
ご
覧
の

獲
得
の
権
利
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、修
正
会
に
は
必
ず
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
会
釈
：
え
し
ゃ
く
】

う
え
、ふ
る
っ
て
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

■
冬
の
児
童
作
品
募
集
■

普
通
、ち
ょ
っ
と
頭
を
さ
げ
て
軽
く
お
じ
ぎ
を
す
る
こ
と
を
「
会
釈
を
す
る
」と

■
今
年
も
別
院
に
て
帰
敬
式
■

本
願
寺
で
は
毎
年
一
月
九
日
か
ら
十
六
日
ま
で
の
間
、
親
鸞
さ
ま
の
お
徳
を
た
い
い
ま
す
。し
か
し
、本
当
は
、も
っ
と
深
い
意
味
が
あ
る
の
で
す
。仏
教
の
教
え
は
、

山
口
別
院
の
報
恩
講
に
合
わ
せ
て
今
年
も
帰
敬
式
が

た
え
る
と
と
も
に
、ご
苦
労
を
偲
ば
せ
て
い
た
だ
く
「
御
正
忌
報
恩
講
法
要
」
が
勤
ま

た
い
へ
ん
広
い
も
の
な
の
で
、そ
の
中
に
は
、一
見
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

執
り
行
わ
れ
ま
す
。
帰
敬
式
は
、
阿
弥
陀
さ
ま
・
宗
祖
親

り
ま
す
。例
年
、こ
の
法
要
期
間
中
に「
全
国
児
童
生
徒
作
品
展
」
を
開
催
い
た
し
ま

教
え
が
あ
り
ま
す
、そ
の
と
き
そ
れ
ら
の
相
違
点
を
掘
り
さ
げ
、そ
の
根
本
に
あ

鸞
聖
人
の
御
前
で
浄
土
真
宗
の
門
徒
と
し
て
の
自
覚
を

す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
仏
さ
ま
の
み
教
え
の
中
で
育
て
ら
れ
、
生
か
さ
れ
て
い
る

る
、
実
は
矛
盾
し
な
い
真
実
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
、会
釈
と
い
う
の
で

あ
ら
た
に
し
、
今
後
力
強
く
生
き
て
い
く
こ
と
を
誓
う
生

喜
び
を
、作
品
に
表
し
て
み
ま
し
ょ
う
。た
く
さ
ん
の
お
友
達
を
さ
そ
っ
て
、み
な
さ
ん

す
。そ
こ
か
ら
、あ
れ
こ
れ
思
い
合
わ
せ
て
、
納
得
で
き
る
よ
う
な
解
釈
を
加
え
る

涯
た
だ
一
度
の
大
切
な
儀
式
で
、「
お
か
み
そ
り
」と
も
い
い

の
得
意
な
部
門
に
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
と
や
、い
ろ
い
ろ
な
方
面
に
気
を
配
る
こ
と
、
儀
礼
に
か
な
っ
た
応
対
な
ど
を
経

ま
す
。式
は
原
則
と
し
て
ご
本
山
で
ご
門
主
に
よ
っ
て
執
り

［
作
文
・
詩
］

て
、今
の
よ
う
な
意
味
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

行
わ
れ
、
三
帰
依
文
を
唱
え
て
、お
か
み
そ
り
を
受
け
、法

テ
ー
マ
１「
で
あ
い
」

テ
ー
マ
２「
い
の
ち
」

テ
ー
マ
３「
き
ず
な
」

【
往
生
：
お
う
じ
ょ
う
】

名
を
い
た
だ
く
の
で
す
が
、
本
願
寺
以
外
で
も
帰
敬
式
執

親
鸞
さ
ま
の
ご
生
涯
の
お
話
を
聞
い
た
り
、ま
た
社
会
の
で
き
ご
と
や
身
近
な
で
き
ご
と

「
こ
ん
ど
の
事
件
に
は
往
生
し
た
よ
」
、「
往
生
ぎ
わ
が
悪
い
」
、「
立
ち
往
生
」

行
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。受
式
者
全
員
、椅
子
で
帰
敬

を
体
験
し
て
感
じ
た
こ
と
や
学
ん
だ
こ
と
な
ど
を
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

と
、
往
生
と
い
う
言
葉
は
、ど
う
し
よ
う
も
な
く
て
困
っ
た
時
や
、
物
事
が
ゆ
き
づ

式
を
受
式
で
き
る
の
で
、こ
の
ご
縁
に
是
非
受
式
く
だ
さ

・
幼
児
規
格
無
し

・
小
学
生

縦
書

字
詰
原
稿
用
紙
３
枚
以
内

ま
っ
た
時
な
ど
、あ
ま
り
良
い
意
味
に
は
使
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

B4

400

い
。日
時
は
十
一
月
二
十
五
日
（
月
曜
日
）午
後
一
時
よ

・
中
学
生

縦
書

字
詰
原
稿
用
紙
４
枚
以
内

し
か
し
、往
生
と
は
、現
世
を
去
っ
て
、仏
の
浄
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
な
の
で
す
。

B4

400

り
受
付
。午
後
二
時
執
行
。冥
加
金
は
成
人
一
万
円
・
未
成
年
五
千
円
を
当
日
持
参
く
だ
さ

※
原
稿
用
紙
の
１
行
目
に「
題
」
、２
行
目
に「
単
位
名
（
団
体
名
）」
お
よ
び

「
学
年
」
、
極
楽
浄
土
に
往
っ
て
生
ま
れ
か
わ
る
か
ら
往
生
と
い
い
ま
す
。で
す
か
ら
、往
生
成

い
。申
込
み
方
法
は
、お
寺
ま
で
氏
名
・
生
年
月
日
・
住
所
を
必
ず
十
月
十
五
日
ま
で
に
お
知
ら

３
行
目
に「
氏
名
・
ふ
り
が
な
」
を
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

仏
・
往
生
即
涅
槃
と
い
う
語
句
も
あ
る
の
で
す
。お
領
解
文
に「
往
生
一
定
」と
あ

せ
く
だ
さ
い
。ま
た
、こ
の
度
の
帰
敬
式
で
は
法
名
の
内
願（
本
人
が
ご
希
望
の
法
名
を
付
け
る

［
絵
画
］

る
の
は
、極
楽
に
往
生
す
る
の
は
ま
ち
が
い
な
い
と
い
う
意
味
で
す
か
ら
、本
来
は
、

事
）が
、
残
念
な
が
ら
期
日
の
関
係
で
で
き
ま
せ
ん
。尚
、ご
本
山
で
の
帰
教
式
は
従
来
ど
う
り

課
題
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
自
由
に
描
い
て
く
だ
さ
い
。（ﾎ

ﾟｽ
ﾀ
ｰ

・ｲﾗ
ｽ
ﾄ

・
版
画
も

た
い
へ
ん
あ
り
が
た
い
こ
と
な
の
で
す
。

に
毎
日
２
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。（
一
月
一
日
・
一
月
十
六
日
の
晨
朝
後
、一
月
八
日
・
十
二
月

可
）。四
切（

×
）以
内（
全
学
年
共
通
）。名
札
を
作
品
下
部
中
央
に
つ
け

【
大
架
裟
：
お
お
げ
さ
】

38
cm

54
cm

二
十
日
終
日
を
除
く
）

て
く
だ
さ
い
。（

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）

「
あ
の
人
の
言
う
こ
と
は
、
大
架
裟
だ
よ
」と
い
う
よ
う
に
、
大
架
裟
と
い
え
ば
、

HP

■
報
恩
講
夜
の
座
■

［
書
］

実
際
よ
り
も
た
い
へ
ん
な
よ
う
に
言
う
さ
ま
、誇
大
と
か
、お
お
ぎ
ょ
う
を
意
味
す

光
山
寺
の
報
恩
講
日
程
は
毎
年
十
一
月
の
二
十
八
・
二
十
九
・
三
十
日
の
三
日
間
の
固
定

幼
児
＝
自
由
に
書
い
て
く
だ
さ
い（
一
字
で
も
可
）。

る
言
葉
で
す
。

で
、
朝
・
昼
の
合
計
六
座
の
法
座
が
も
た
れ
て
い
る
。
日
程
の
関
係
上
、
仕
事
な
ど
で
聴
聞
が
で

小
学
１
年
生
＝
「
し
ん
」

小
学
２
年
生
＝
「
み
だ
」

小
学
３
年
生
＝
「
な
も
」

架
裟
は
、
僧
が
衣
の
上
に
つ
け
て
い
る
法
衣
の
こ
と
で
す
か
ら
、
大
架
裟
は
、
文

き
に
く
い
方
々
の
た
め
に
、ご
講
師
の
宿
泊
さ
れ
る
場
合
に
限
っ
て
二
十
九
日
に
は
夜
の
座
が
開

小
学
４
年
生
＝
「
ご
恩
」

小
学
５
年
生
＝
「
安
心
」

小
学
６
年
生
＝
「
本
願
」

字
ど
お
り
、大
き
な
架
裟
の
こ
と
で
す
。

か
れ
て
い
る
。今
年
の
報
恩
講
で
は
こ
の
夜
の
座
が
十
一
月
二
十
九
日
の
み
午
後
七
時
よ
り
開

中

学

生
＝
「
正
信
念
仏
」

架
裟
は
、
後
世
、華
美
の
装
飾
的
な
も
の
と
な
り
、儀
式
用
に
着
用
さ
れ
る
よ

か
れ
る
。
今
年
の
ご
講
師
の
先
生
は
、
子
供
に
も
分
か
り
や
す
い
お
話
を
し
て
い
た
だ
け
る
か
と

※
学
年
・
氏
名
は
、自
筆
で
左
側
に
書
く
こ
と
。た
だ
し
、低
学
年
の
場
合
は
姓
ま
た
は
名
前
だ
け
で

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
僧
が
そ
の
よ
う
な
大
き
な
架
裟
を
ぎ
ょ
う
ぎ
ょ
う
し
く
掛

思
い
ま
す
。ま
た
、こ
の
夜
の
座
に
は
雅
楽
演
奏
も
加
わ
る
予
定
で
す
。尚
、夜
の
座
が
開
か
れ
る
も
よ
い
。園
児
・
小
学
生

半
紙（
タ
テ

×

ヨ
コ

に
限
る
）書
体
は
楷
書
。中
学
生
、画
仙
紙

け
て
い
る
様
子
か
ら
、
規
範
の
大
き
い
こ
と
、お
お
ぎ
ょ
う
な
こ
と
を
意
味
す
る
よ

33
cm

24
cm

関
係
か
ら
三
十
日
は
午
前
中
に
て
満
座
終
了
と
な
る
。ま
た
、
夜
の
座
が
仏
教
壮
年
会
の
研

半
切
四
分
の
一
の
大
き
さ（
タ
テ

×

ヨ
コ

）。書
体
は
楷
書
も
し
く
は
行
書
。
名
札
を
作

う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、大
き
く
架
裟
が
け
に
斬
り
お
ろ
す
こ
と
も
、大
架
裟

68
cm

17.5
cm

修
を
か
ね
て
い
る
の
で
壮
年
の
方
々
は
万
障
繰
り
合
わ
せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

品
下
部
中
央
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。（

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）

と
呼
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

HP

山
口
別
院
定
例
法
座
・
毎
月
五
日
午
後
一
時
半
（
一
月
は
十
時
半
）

萩
こ
こ
ろ
の
電
話
（
三
分
間
法
話
）
℡
２
５
～
７
７
１
０

西
本
願
寺
の
時
間
（
Ｋ
Ｒ
Ｙ
ラ
ジ
オ
）
毎
週
日
曜
日
午
前
六
時
か
ら
十
分

（第 50 号） 光山寺新聞 ２０１３年（平成２５年）9 月 26 日（木曜日）


